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５月26日、交流・情報発信拠点施設整備事業の起工式が、
施設整備予定地である幾世橋地区で開催され、来賓・関係者な
ど約70人が出席しました。
起工式では、吉田町長から「本施設は復興のシンボルであ
り、町民が集まる憩いの場、町の魅力を発信する場として整備
する」と挨拶があり、出席した浜田復興副大臣らと
ともに、鍬入れを行いました。
予定地は、国道６号と国道114号の２つの国道が
交差する位置に面しており、約2,900平方メートル
の面積を有する木造平屋建ての施設を整備予定で
す。４月から敷地の造成工事を進めており、令和２
年７月に一部施設のオープンを予定しています。
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町長の決意が込められた式辞
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